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容器プラ
71.1t（3.2％）

ペットボトル
14.9t（0.7％）

可燃ごみ
1,623.2t（73.8％）

合　計
2,201㌧

ビン・カン
92t（4.2％）
紙・衣類
295.7t（13.4％）
有害ごみ
4.4t（0.2％）

粗大ごみ
35.2t（1.6％）

不燃ごみ
64.4t（2.9％）

平成24年度ごみ処理量 可燃ごみの組成分類

紙・布類
670.8t
（41.3％）

不燃物類  21.5t（1.3％） 木・竹・わら類
17.5t（1.1％）

厨芥類（生ごみ）
833.5t
（51.4％）

ビニール・ゴム
合成樹脂・皮類
79.9t（4.9％）

ごみの減量化に
ご協力ください！

町民１人あたり年間負担額
約 9,413円  ＋指定袋購入費など

ごみの収集・運搬・処理に係わる町の負担額（概算）
約 7,455万円

町全体総排出量	 2,201㌧
　　 （平成23年度より25㌧増加）

町民１人あたり年間排出量	 278㎏
町民１人あたりの１日の排出量	 761.6g（茶わん５杯分ほど）

　川西保健衛生施設組合は佐久市、東御市、立科町が共同で管理運営をしています。その中で、ごみ処理
施設の運営費は、毎年、それぞれの市町からのごみの搬入量に応じて、分担しています。

ごみの排出量が減れば、環境負荷の低減と町の財政負担削減につながります。

人口（平成24年10月1日現在）7,920人（外国人含む）

立科町のごみ処理状況

（一杯150g）

「ごみゼロの日」県下一斉行動について
　県では県下統一の行動日を設け、環境美化運動を推進しています。
立科町においても町内の環境美化を図るため、統一行動日を中心として各地区での清掃活動等に住民の
皆さんのご協力をお願いします。

５月26日㈰ 「すてないぞ　その決心が　一歩前進」統一行動日 テーマ

環境保健係
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次に当てはまる方ならどなたでも申し込みいただけます

ダンボールコンポストで生ごみを堆肥化してみませんか？

平成25年度 ごみ減量化推進事業 モニター募集

　「認知症の方を介護している時」「男性介護者がトイレに付き
添う時」など、他の人から見ると介護している事が分りにくい
ため、誤解や偏見を持たれてしまうことがあります。
　このマークは、介護する方が「介護中」であることを周囲に
理解していただくためのマークです。このマークを見かけたら
温かく見守ってください‼
　また、介護者の皆さんも介護マークをご活用ください。

地域包括支援センターです！こち ら

このマークは「介護マーク」です�

地域包括支援センター・福祉係　有線4503（直通）

介護マーク配布場所：首下げタイプの介護マーク
　　　　　　　　　　地域包括支援センター窓口で無償配布中

福祉係

先着50名
限定

● 立科町に住民登録のある方。
● 最低でも１年間は続けていただける方。
　  ※続けられるよう出来る限りの支援はいたします。
● アンケートに必ずご回答いただける方
………………………………………………………………………………

● すぐに始められる実戦キットをお渡しします！
　  内容：ダンボール、基材（腐葉土・米ぬか）
　　　　  園芸用シャベル、温度計、底上げ木材、
　　　　  虫除けカバー
● もれなく水切りバケツを差し上げます!!

● 申込期限　５月20日㈪まで
● お問い合わせ・申し込み先　立科町役場 町民課 環境保健係　電話：56−2311  有線：2311

特 典

　　　　　　　　　　　　　　　　　微生物の働きにより生ごみが分解される作用を応用したもので、ダ
ンボールの中に基材（微生物の住みかとなる腐葉土と米ぬかを混ぜ合わせたもの）を入れ、自然界と同じ
ように微生物が働きやすい環境にし、生ごみを分解・堆肥化しようというものです。

ダンボールコンポストとは？

役場でも、昨年の11月から正面玄関の
横に設置し、実践しています。
ご来庁の際は、お立ち寄りください。

１箱で１日約600g
（三角コーナー１杯分）の投入が
できます。

ダンボールは、二重構造のものを
用意。
（10kgのみかんの箱がオススメ）

普段は、虫除けのために通気性の良
い布を被せて（紐で固定）おくと良い

温度計をさし、微生物の働きが活発
になっているか確認する。
★温度が60℃を超えることも

基材（ 腐葉土５㎏ ＋ 米ぬか３kg ）
を入れる。

底には、新聞紙を厚めに敷くか、
ダンボールを１～２枚敷くと良い。

角材などで浮かせて、床との空間を
つくる（床にベタ置きはしない）
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軽自動車税の減免について
　次の手帳をお持ちの方で自らが運転する軽自動車、またはその方の外出・送迎等のために使用する軽自動車
で、所有・使用要件及び障害等級等の要件を満たす場合は、軽自動車税が減免されます。（自家用の軽自動車
１台に限ります。）

税務係

手帳の種類
・身体障害者手帳
・療育手帳
・精神障害者保健福祉手帳
・戦傷病者手帳

職　名 氏　名

団　　　長 大島龍太郎

副　団　長 山浦　　洋

ラ ッ パ 長 掛川　　実

副ラッパ長 中村　　収

本　部　長 篠原　英男

分団名 分団長 副分団長 分団名 分団長 副分団長
町 今井　克郎 小松　　佳 山　　部 関　　進吾 山㟢　龍一

古　　町 市川　　潤 佐藤　明王 牛　　鹿 芝間　　雅 中村　和栄
野　　方 山浦　宏章 岡野　隆徳 外　　倉 佐藤　智明 上田　知行
赤　　沢 中川　　弘 羽田　敏幸 宇　　山 今井　政樹 小池　清志
塩　　沢 真瀬垣　大 佐藤　高康 茂 田 井 伊藤　千織 大澤　隆英
西 塩 沢 下城　哲男 関森　良友 蓼　　科 牧　　　泉 大橋　直樹
藤　　沢 関　　正文 関　　洋一 大　　城 須田　克巳 守屋　　晃
桐　　原 滝澤　昭吾 黒澤　一城 中尾特別班 岸　　洋平
細　　谷 櫻井　　誠 田中　辰也 女性消防隊 荻原千寿子

　平成25年度立科町消防団幹部及び新入団員任命式が４
月２日に権現山運動公園屋内運動場で行われました。
　大島団長より分団長以下の新幹部（分団長、副分団長、
班長）48名、新入団員22名に辞令が交付されました。
　４月７日には川西消防署員の指導の下、幹部訓練、新
入団員訓練が実施されました。
　立科町消防団は総勢387名で、火災・災害防止活動を
はじめ「町民の安全安心」のために取り組みます。
　なお、団幹部は次のとおりです。

平成25年度 立科町消防団幹部構成

　自動車税（県税）の減免を受けている場合は、
軽自動車税は減免を受けることはできません。
　申請期限は平成25年５月24日、手続きは役場
税務係までお願いします。
　減免申請に必要な書類、障害等級要件等につ
いては役場税務係にお問い合わせください。

大城地区の下水が野方・塩沢地区の処理場と
いっしょになりました

上下水道係

　生活排水施設は、その機能を継続的かつ適切に発揮させることで役割を果
たす施設です。
　当町は、町内ほぼ全域において下水道施設整備が完了していることから、
今後は将来に亘り効率的で安定的かつ快適な施設の維持を図ってまいります。
　今回はその先駆けとして、大城住宅団地の下水処理施設の老朽化に伴い、
団地分譲時から使用されていた下水処理施設を廃止し、4月から野方・塩沢地
区処理場へ合流することになりました。

軽自動車税は、５月31日
までに納めましょう。
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高
齢
者
交
通
安
全
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
４
月
12
日
、
高
齢
者
の
交
通
事
故
防
止
及
び

交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、

権
現
山
運
動
公
園
で
開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
佐
久
警
察
署
長
さ

ん
の
交
通
講
話
を
聞
き
、
加
齢
に
伴
う
身
体
能

力
の
低
下
を
自
覚
し
、
今
ま
で
以
上
の
安
全
確

認
が
必
要
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
を
通
じ
て
、
ル
ー
ル

と
マ
ナ
ー
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
を
再
認
識
し

ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
優　
勝　
茂
田
井
Ａ

　
準
優
勝　
西
細
倉

　
３　
位　
赤
沢

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
推
進
活
動

　
４
月
８
日
、
た
て
し
な
保
育
園
に
お
い
て
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
着
用
の
徹
底
を
目
的
に
推

進
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
園
児
を
迎
え
に
来
る

保
護
者
に
対
し
、
ベ
ル
ト
着
用
の
呼
び
掛
け
、

正
し
い
着
用
方
法
な
ど
の
指
導
を
行
い
ま
し
た
。

　
6
歳
未
満
の
幼
児
を
車
に
乗
せ
る
と
き
は
、

そ
の
幼
児
に
、
発
育
の
程
度
に
応
じ
た
形
状
の

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
使
用
方
法
を
誤
る
と
効
果
が
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
取
扱
説
明
書
な
ど
に
従
っ
て
正
し

く
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

　
万
一
の
事
故
の
際
、
子
ど
も
を
守
れ
る
の
は

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
だ
け
で
す
！

４月６日
｢佐久警察署川西庁舎前｣ にて交通指導所を開設しました

４月８日
ツルヤ立科店にて啓発活動を行いました

啓
発
活
動

期
間
中
の
行
事

　（
町
・
交
通
安
全
協
会
、

佐
久
警
察
署
の
協
力
に
よ
る
活
動
）

　４月６日から15日まで、春の全国交通安全運動が
行われました。期間中、交通安全推進指導員、役場
職員を中心に保育園・小学校周辺や通学路の横断歩
道で街頭指導や広報車による巡回を行い、児童の安
全確保を行いました。

交通安全
庶務係
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国民年金保険料  学生納付特例制度 住民係

環境保健係

　20歳になると、学生の方も国民年金に加入し保険料を納める必要があります。しかし、学生の方は一般的に
所得がないため保険料を自分で納めることが困難ですので、本人の前年度所得が118万円以下の場合は、在学期
間中の保険料納付が猶予される「学生納付特例制度」があります。　　　　　　　　　　　　　　

①申請手続き（毎年度申請が必要です）
　受付窓口は、役場住民係です。なお、申請手続きには次のものが必要です。
　１．在学証明書または学生証（写しでも可）　２．印鑑
②対象となる学生

大学（大学院含む）や短期大学、専門学校および各種学校などに在学する、昼間、夜間、定時制、通信課程の
学生です。

＊この制度の申請にあたっては、以下の点にご留意ください。
１）この期間は老齢基礎年金を受けるために必要な期間（受給資格期間）に算入されますが、受給する年金額

には反映されません。
　　そこで、学生納付特例が承認された期間の保険料は、10年以内（平成25年４月分は平成35年４月まで）

であれば、古い期間から順に納付が可能です。（ただし、承認を受けた年度の翌年度から起算して３年目
以降は当時の保険料に一定の金額が加算されます。）

２）障害基礎年金、遺族基礎年金の受給資格期間に算入されます。（一定の受給要件があります。）

＊平成24年度に学生納付特例の承認を受けられた方で、引き続き同じ学校に在学される方には、ハガキ形式の
学生納付特例申請書が、日本年金機構から送られてきますので、必要事項を記入し返信することにより、今年
度の申請手続きが完了します。

● 対 象 者　40歳以上の女性（平成25年度（H26年３月31日時点）に偶数年齢の方）
　 　　　　　受診の間隔は２年に１度です。
● 受付時間　８時45分～14時　（予約制）
● 検診時間　９時～15時　　30分で５人ずつとなります。
● 料　　金　2,000円
● 検診内容　乳房レントゲン撮影　２方向
● 検診会場　保健センター
● 検診に適さない人
　 ・授乳中の方（断乳後１年以内の方）・妊娠中または妊娠の可能性のある方
　 ・乳がんの手術・治療をされた方・乳房の病気で経過観察中の方
　・乳房に明らかなしこりを触れる方・乳頭から分泌液がある方、湿疹等の変化のある方
　・ペースメーカーを設置している方、乳房に人工物が入っている方

● 申込方法　電話による申込　受付期間：平成25年５月７日㈫～５月17日㈮
 　　　　　　　　　　　　　　受付時間：午前８時30分～午後５時まで　
 　　　　　　※先着160人（１日40人ずつ）で締め切りとさせていただきます。
 　　　　　　※希望の日時があればご指定ください。
● 検 診 日　平成25年６月５日㈬・６月６日㈭・６月11日㈫・６月12日㈬

平成25年度 マンモグラフィ検診電話申込みについて
～５月７日からマンモグラフィ検診の申込受付を開始します～

申し込み・お問い合わせ先　　役場　町民課環境保健係　電話  56−2311（有線2311）
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食育
みんなで

健康を守る予防接種
環境保健係

　肥満には大きく分けて、「内蔵脂肪型肥満」と「皮下脂肪型肥満」の２つのタイプがあり
ます。このうち内臓脂肪型肥満は、メタボリックシンドロームになりやすく、特に危険な
タイプの肥満です。肥満の状態を放置しておくと、高血圧、脂質異常などのほかに、睡眠
時無呼吸症や、通風のもとになる高尿酸血症、肝硬変のもとになる脂肪肝などのさまざま
な病気を引き起こす原因となります。

こんな人は要注意！
◇ 車に頼り、あまり歩かない
◇ たくさんお酒を飲む
◇ 朝食抜きで1日２食のことが多い
◇ 脂肪分や糖分の多い食べ物が好き
◇ 食事のとき、テレビや新聞を見ている

◇ あまり体を動かしていない
◇ 早食いで、満腹感を感じる前に食べ過ぎる
◇ 食事の内容が好きなものに偏っている
◇ 買い物はまとめて行く

肥満にサヨナラ  ～肥満は病気のもと～ 環境保健係

　世界中には、とてもたくさんの感染症が存在します。その中には、重い後遺症や命を奪ってしまうような感染症も
少なくありません。医療技術が進んだ現在でも、かかってしまうと治療が難しい感染症も多く、これらの感染症を予
防する方法として予防接種が大変重要です。
　予防接種の目的は感染症にかかる前にワクチンによって免疫をつけ、感染症の発症を予防、または軽症化すること
です。それは個人の予防ももちろんのこと、もう１つは感染症を排除し、弱者や次世代の健康を守るということにな
ります。すなわち、それは社会を守るということにつながっています。子ども達の大切な命を守るために、予防接種
を忘れずに接種しましょう。

　平成25年度より変更になった主なものは以下のとおりです。

※ 予防接種の対象となる方には、個別に通知を差し上げています。

ご不明な点、お問い合わせは　　役場町民課　環境保健係　電話 56−2311　有線 2311まで

保健ニュース
～４月より予防接種法が改正されました～

項　　目 変　　更　　点

定期接種の追加 子宮頸がん・ヒブ・小児肺炎球菌ワクチンの定期接種化
※接種はこれまでと変わりありません。

子宮頸がん
ワクチン ■対象者：小学６年生～高校１年生（６年生は今年度６月以降に開始）

ヒブワクチン ■標準的な接種間隔：
　４回目の接種は３回目接種から７ヵ月～13ヶ月の間隔で１回

ＢＣＧ ■対象者：生後12月まで
■標準的な接種年齢：生後５月～８月未満

日本脳炎 ■対象者：今年度の対象者として、高校１年～高校３年生
　（Ｈ７年４月２日～Ｈ10年４月１日生まれの方）で未接種の方を追加

接種期間の延長 長期療養（重症疾患等）で予防接種が受けられなかった方の接種が可能となる。
※役場環境保健係までご相談ください。
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　人・農地プランは、市町村が作成エリアとして決定した地域において、人と農
地の問題を解決するため、話し合いを行い、地域の担い手の中心となる経営体や
新規就農者に対して計画的に農地集積を進めるための設計図です。
　立科町では、町内認定農業者及び、昨年11月に全農家（1,590戸）を対象に実施
した意向調査（提出1,445、回収率90.9％、広報４月号掲載）で、５年後、10年後の農業経営について「規模を拡大
したい」と回答された農家の中から、希望される農家を、プランの中で今後の中心となる経営体として位置付けて、
規模縮小農家からの農地集積を推進していきたいと考えています。
　意向調査の結果から、今後の農業経営に対する意向を農地集積図に集約することで把握し、国の支援措置を活用し
ながら、推進します。

　人・農地プランの充実に向けて、農地・水保全管理支払交付金組織（10組織）、中山間地域等直接支払い交付金協
定集落（23集落）、集落営農組織等の単位で順次話し合いを実施し、今後中心となる経営体の確認と、農地集積への
協力者の掘り起こしを進めます。
　農地集積協力金や、青年就農給付金等の関連施策を活用しながら、中心経営体への農地集積を推進します。

　農地等の権利取得については、優良農地の確保や効率的な利用を図る観点等から、農地法により「下限面積（北海
道を除き原則50a）」が設定されています。（農地法第３条）
　立科町農業委員会では３月定例会において審議した結果、次のとおり決定されました。

「平成25年度の下限面積は50aとするが、農地又は採草放牧地の保有及び利用の現況及び将来の見通し
等からみて、新規就農を促進するために適当と認められる場合には、随時、下限面積の変更について
審議する。」

人・農地プランが策定されました

農地取得の下限面積について

農家　　の窓
農業委員

会だより

● 転用許可後の地目変更登記をお忘れなく ●

農林係

立科町農業技術者連絡協議会

今後の方針

水稲初期除草剤の使用時期に
注意してください
　水稲初期除草剤の使用時期が、田植えの「７日前まで」
に変更になりました。
　
　使用方法を誤ると農薬取締法違反で、罰則の対象となり、
出荷・販売はできなくなります。
　水田の環境や作業の都合により、田植え７日前までに除草
剤を散布できない場合は、　植代から田植えの間を短くし、田
植え後（時）に使用できる除草剤を早めに散布しましょう。
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図書室だより図書室だより お願いお願い 返却期限は守りましょう。本の予約待ちをしている人も
いますので借りた本は期限内に返却をお願いします。

「空の拳」
角田　光代（著）日本経済新聞出版社（出版）
たまたまジムにまぎれこんだ男が、過酷なボクシングの世界に
のめり込む。そこは世のうつろいとは無縁の時がとまった世界。
まばゆい光の下で突き上げられた拳は、いったい何を摑むのか。
…………………………………………………………………………

「生存者ゼロ」
安生　正　（著）　宝島社（出版）
北海道沖に浮かぶ石油堀削基地で、職員全員が無残な死体となって発見さ
れた。テロ攻撃か、謎の病原菌か、それとも…。未知の恐怖との闘いを描
くパニック・スリラー。
………………………………………………………………………………………

「シルバー川柳 1」誕生日  ローソク吹いて  立ちくらみ
全国有料老人ホーム協会（編）ポプラ社（出版）　　　　　
多くの経験を積み、さまざまな物事に熟達しているとされるシルバー世代。
一方で加齢に伴い悩みも多いが、そんな悩みも川柳にして笑いとばす！
LED  使い切るまで  無い寿命／指一本  スマホとオレを  つかう妻　他
………………………………………………………………………………………

「ゆびたこ」
くせ　さなえ（作）ポプラ社（出版）
もうすぐ一年生なのに、わたしは指しゃぶりがやめられない。だから、左
手の親指にはたこがある。「このたこ、消えへんかなあ…」とたこをぐり
ぐり押していると、指から声がして…。

新着図書

図書室利用案内

●月曜日～土曜日
　午前９時30分～午後６時
　（土曜日は午後５時）
●日曜・祭日　　 午後１時～午後５時
＊お一人  ４冊まで  ２週間借りられます

開室時間

乳幼児のためのおはなし会
日時　５月29日㈬　午前10時30分～
場所　中央公民館　視聴覚室
対象　０歳児～
大型絵本・パネルシアターなど

親子でお楽しみください

お知らせ 「ちゅうりっぷの会」による

立科町公民館（教育委員会  社会教育人権政策係）　有線 4000

教育委員会

教育委員会

　あなたの周りにこんな様子の子どもはいませんか？
　虐待を受けて助けを求めている子どものサインかもし
れません！
●身体的虐待（なぐる、ける、おぼれさせる、熱湯をか

ける、たばこの火を押しつける　など）
　□ 体のあざやけがのあとがある
　□ いつも同じ家から子どもの叫び声が聞こえてくる
　□ 夜なのにいつまでもベランダにいる
●心理的虐待（子どもをおどす、無視する、兄弟姉妹と

比べてけなす　など）
　□ 表情が乏しい
　□ いつも元気がない
　□ 急に弱いものいじめをするようになった
●性的虐待（子どもへの性的行為、ポルノの被写体にす

る　など）
　□ 大人を見るとおびえる
　□ 急に大人と視線を合わせなくなった
　□ 急に性的な質問をするようになった

●ネグレクト(養育放棄)（学校へ行かせない、食事を与え
ない、子どもの服を替えない、不潔なままにさせる  など）

　□ 最近子どもの姿を見ない
　□ 汚れた格好をしている
　□ めっきり痩せてきた
　児童虐待防止法第６条では、虐待を受けたと思われる
児童を発見した人は、速やかに福祉事務所又は児童相談
所等に通告しなければならないと規定しています。
　子どもを守るのは地域社会全体の責務です。子どもた
ちからのサインを受け止めて、このような状況を見かけ
たら通報をしてください。

たてしな人権センターに関する業務は、４月から中央公
民館で行っております。人権センターの施設は今までど
おり会議等で利用できますので、使用したい方は、教育
委員会社会教育人権政策係（電話 56−2311、有線
2311）又は中央公民館（有線4000）まで申し込んでく
ださい。

人権が尊重される社会 人権だより 人権センター(社会教育人権政策係)
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佐
久
平
の
北
端
に
位
置
す
る
標
高
２
５
６
８

ｍ
の
浅
間
山
は
、
日
々
、
悠ゆ

う

然ぜ
ん

と
そ
び
え
て
い

ま
す
。

　
昔
の
人
は
、
噴ふ

ん

火か

を
山
焼
け
、
溶よ

う

岩が
ん

流
出
を

山
押
し
と
呼
び
、
恐
れ
て
い
た
そ
う
で
す
が
、

何
度
も
の
山
焼
け
と
山
押
し
に
よ
っ
て
、
多
く

の
人
の
命
や
財
産
、
農
作
物
、
森
林
な
ど
を

奪う
ば

っ
た
災
害
の
記
録
が
嘘う

そ

の
よ
う
に
、
浅
間
山

は
あ
く
ま
で
も
静
か
に
、
美
し
く
、
雄
大
に
そ

び
え
立
っ
て
い
ま
す
。

　
幾い

く

多た

の
災さ

い

厄や
く

と
恐
怖
を
も
た
ら
し
た
日
本
有

数
の
活
火
山
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
軽
井

沢
町
と
御
代
田
町
、
群
馬
県
吾
妻
郡
嬬つ

ま

恋ご
い

村
の

境
に
端た

ん

然ぜ
ん

と
た
た
ず
む
浅
間
山
は
、
朝
な
夕
な

仰あ
お

ぎ
見
る
人
に
何
か
を
語
り
か
け
、
時
に
は
優や

さ

し
く
、
時
に
は
厳き

び

し
く
叱し

っ

咤た

激げ
き

励れ
い

し
て
い
る
よ

う
に
思
わ
れ
ま
す
。

　
心
の
中
に
、
理
由
も
得
体
も
知
れ
ぬ
深
い
暗あ

ん

愁し
ゅ
うが
横
た
わ
っ
て
い
る
と
き
、
浅
間
山
の
雄お

お々

し
い
姿
が
、
暗
愁
に
ま
っ
す
ぐ
向
き
合
う
元
気

を
分
け
与
え
て
く
れ
る
の
で
す
。

　
失
敗
を
繰く

り
返
す
自
分
、
そ
し
て
、
そ
の
失

敗
を
小こ

賢ざ
か

し
く
取
り
繕つ

く
ろお

う
と
す
る
自
分
に
、

晴
れ
や
か
な
浅
間
嶺ね

が
、
正
直
で
あ
る
こ
と
の

大
切
さ
を
説と

い
て
く
れ
る
の
で
す
。

　
車
を
運
転
中
、
最
高
速
度
50
㎞
／
ｈ
の
道
路

を
、
40
㎞
／
ｈ
前
後
で
安
全
走
行
す
る
車
に
閉

口
し
て
い
る
自
分
の
身
勝
手
さ
に
、
視
界
の
端

に
見
え
る
浅
間
山
が
気
づ
か
せ
て
く
れ
る
の
で

す
。
自
分
の
都
合
に
よ
っ
て
、
在あ

る
べ
き
姿
に

シリーズ　一緒に考えましょう！

立科町教育相談員　岩上起美男

浅間山に問われつつ、
生きることの有

あ
り難

がた
さ

さ
え
不
満
を
抱
い
て
し
ま
う
自
分
で
あ
る
こ
と

を
自
覚
さ
せ
て
く
れ
る
の
で
す
。
そ
れ
と
共
に
、

「
狭
い
日
本
、
そ
ん
な
に
急
い
で
ど
こ
へ
行
く
」

に
反
し
て
、「
狭
い
日
本
、
だ
か
ら
急
げ
ば
早

く
着
く
」
と
か
、「
急
が
ば
回
れ
」
に
対
し
て
、

「
善
は
急
げ
」
と
か
、「
急せ

い
て
は
事
を
仕
損
じ

る
」
と
言
い
な
が
ら
、「
巧こ

う

遅ち

は
拙せ

っ

速そ
く

に
如し

か

ず
」
と
も
言
う
と
か
、
相あ

い

反は
ん

す
る
様
々
な
価
値

観
を
併あ

わ

せ
持
っ
て
い
る
人
間
の
複
雑
さ
を
再
確

認
さ
せ
て
く
れ
る
の
で
す
。

　
さ
ら
に
、
危
険
な
割
り
込
み
や
信
号
無
視
、

運
転
中
の
携
帯
電
話
使
用
な
ど
、
道
路
交
通
法

規
を
守
ら
な
い
ド
ラ
イ
バ
ー
に
心
の
中
で
罵ば

声せ
い

を
浴
び
せ
て
い
る
自
分
を
、
前
方
に
広
が
る
浅

間
山
が
い
さ
め
、
自
分
も
五
十
歩
百
歩
で
あ
る

こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
の
で
す
。

　
さ
ら
に
ま
た
、「
こ
こ
は
、
車
い
す
使
用
者

な
ど
身
体
の
不
自
由
な
方
の
専
用
駐
車
ス
ペ
ー

ス
で
す
。」
と
い
う
案
内
や
マ
ー
ク
が
あ
る
駐

車
ス
ペ
ー
ス
に
、
平
然
と
駐
車
す
る
健
常
者
の

ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
す
る
憤

い
き
ど
おり

と
嘆な

げ

き
、
注
意

で
き
な
か
っ
た
自
分
へ
の
怒
り
を
、
遠
方
に
屹き

つ

立り
つ

す
る
浅
間
山
が
な
だ
め
、
少
な
く
と
も
自
分

は
絶
対
に
や
る
ま
い
、
と
決
意
さ
せ
て
く
れ
る

の
で
す
。

　

そ
し
て
、
浅
間
山
は
、
優す

ぐ

れ
た
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
の
よ
う
に
さ
り
げ
な
く
、
ど
の
よ
う
に
児

童
・
生
徒
を
理
解
し
た
ら
よ
い
の
か
、
考
え
さ

せ
て
く
れ
る
の
で
す
。

　
地
底
に
大
き
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
抱か

か

え
、
時
々
、

真
っ
白
な
水
蒸
気
を
噴ふ

き
出
し
て
い
る
浅
間
の

山
容
は
、
四
季
折
々
、
天
候
や
時
間
帯
に
よ
っ

て
、
ま
た
、
眺な

が

め
る
場
所
に
応
じ
て
、
多
彩
な

姿
を
見
せ
ま
す
。
こ
と
に
雨
で
土
が
流
さ
れ
て

で
き
た
放
射
線
状
の
谷
が
描
く
浅
間
山
独
特
の

美
し
い
模
様
は
、
残
雪
や
陽
光
に
よ
っ
て
、
微び

妙み
ょ
うに
変
化
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
折お

り

節ふ
し

の
心

境
や
体
調
に
よ
っ
て
も
、
浅
間
山
の
表
情
は
千せ

ん

変ぺ
ん

万ば
ん

化か

に
移
ろ
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
千
変
万
化
の
浅
間
山
は
、
内
面

に
広
大
な
「
宇
宙
」
を
秘ひ

め
、
時じ

じ々

刻こ
っ

々こ
く

と
変

化
し
、
成
長
し
て
い
る
子
ど
も
の
姿
と
共
通
し

て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
浅
間
山
を
眺
め
る
た
び
に
そ
う
考
え
、
か
つ

て
荒
れ
る
中
学
生
の
対
応
に
戸と

惑ま
ど

っ
て
い
た
こ

ろ
の
苦に

が

い
思
い
が
、
瞬し

ゅ
ん

時じ

、
よ
み
が
え
っ
て
く

る
の
で
す
。
そ
れ
は
、
20
数
年
前
、
短
ラ
ン
・

長
ラ
ン
、
ボ
ン
タ
ン
、
茶
髪
、
剃
り
込
み
、
剃そ

り
跡
も
青
白
い
極ご

く

細ぼ
そ

の
眉ま

ゆ

毛げ

、
と
い
っ
た
異い

形ぎ
ょ
うで
荒
ぶ
れ
、
問
題
行
動
を
繰
り
返
す
生
徒
集

団
に
振
り
回
さ
れ
て
い
た
中
学
教
師
と
し
て
の

自
分
が
、
ふ
と
し
た
こ
と
（
こ
の
よ
う
な
感
動

的
な
実
体
験
こ
そ
最
も
お
伝
え
す
べ
き
で
す
が
、

守
秘
義
務
及
び
教
育
的
な
配
慮
に
よ
っ
て
、
赤せ

き

裸ら

ら々

に
記
す
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
、
そ
し
て
、

そ
れ
を
も
ど
か
し
く
思
っ
て
い
る
こ
と
を
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
）か
ら
、「
突
っ

張
り
中
学
生
」
の
思
い
が
け
な
い
繊せ

ん

細さ
い

さ
に
触ふ

れ
、
骨
身
に
し
み
て
感
じ
た
反
省
で
す
。

　
突
っ
張
っ
て
い
る
生
徒
は
、
い
か
つ
い
鎧よ

ろ
いと

角つ
の

を
身
に
ま
と
っ
た
装そ

う

甲こ
う

恐き
ょ
う

竜り
ゅ
う・

ト
リ
ケ
ラ

教育委員会
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幼
い
こ
ろ
見
慣
れ
た
浅
間
山
で
し
た
。

　
３
年
前
の
冬
、
老
母
が
入
院
し
て
い
た
病
室

の
西
窓
か
ら
、
そ
の
、
白
く
輝
く
美
し
い
浅
間

山
が
見
え
ま
し
た
。
子
ど
も
の
こ
ろ
に
見
慣
れ

た
山
並
み
を
懐な

つ

か
し
く
見
つ
め
な
が
ら
、
当
時

は
思
い
も
か
け
な
か
っ
た
、
佐
久
側
か
ら
望
む

秀し
ゅ
う

麗れ
い

な
浅
間
山
、
ト
ー
ミ
の
頭か

し
らか
ら
息
を
呑の

む

よ
う
に
眺
め
た
、
黒く

ろ

斑ふ

山や
ま

東
側
の
絶
壁
と
浅
間

山
頂
の
間
に
広
が
る
湯
の
平
の
壮
大
な
景
観
、

そ
し
て
、
立
科
町
か
ら
眺ち

ょ
う

望ぼ
う

す
る
、
第
一
外
輪

山
・
黒
斑
山
と
対た

い

峙じ

す
る
浅
間
山
が
は
っ
き
り

と
目
に
浮
か
び
、
浅
間
山
に
問
わ
れ
つ
つ
、
生

き
る
こ
と
の
有あ

り
難が

た

さ
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
と
同
時
に
、
積せ

き

年ね
ん

の
習
い
か
、「
子
ど
も
た

ち
も
、
自
分
の
生
き
方
や
考
え
方
を
問
い
、
戒い

ま
し

め
る
存
在
を
持
っ
て
ほ
し
い
…
…
。」
と
考
え

て
い
た
こ
と
で
す
。

ト
プ
ス
が
草
食
恐
竜
で
あ
る
よ
う
に
、
異
形
で

武
装
し
た
そ
の
内
側
に
繊
細
な
優
し
さ
や
人
な

つ
こ
さ
、
寂さ

び

し
さ
を
隠か

く

し
、
時
と
場
所
と
相
手

に
応
じ
て
、
目
ま
ぐ
る
し
く
、
武ぶ

装そ
う

し
た
り
、

武
装
を
解と

い
た
り
し
て
い
た
の
だ
、
と
思
え
た

の
で
す
。
目
に
見
え
る
行
為
や
外
見
だ
け
に
と

ら
わ
れ
、
暴
力
や
器
物
破
損
、
校
則
違
反
な
ど

の
責
任
と
反
省
を
問
う
だ
け
の
中
学
教
師
に

と
っ
て
、
そ
れ
は
衝し

ょ
う

撃げ
き

的
な
転
機
と
な
り
、
今

も
な
お
浅
間
山
の
移
ろ
う
姿
と
重
な
り
合
う
よ

う
に
思
い
起
こ
す
自じ

戒か
い

で
す
。

○
千
変
万
化
の
浅
間
山
の
よ
う
に
、
子
ど
も
は

刻
一
刻
と
変へ

ん

容よ
う

す
る
存
在
で
あ
る
。
し
た

が
っ
て
、
一
つ
二
つ
の
出
来
事
で
、
児
童
・

生
徒
の
す
べ
て
を
決
め
つ
け
る
よ
う
な

「
レ
ッ
テ
ル
」
を
貼は

っ
て
は
な
ら
な
い
。

○
浅
間
山
は
ど
こ
か
ら
見
て
も
浅
間
山
で
あ
る

よ
う
に
、
一
面
的
な
児
童
・
生
徒
理
解
で
は

な
く
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
子
ど
も
を
見
つ

め
、
理
解
す
る
よ
う
に
努
め
る
。

○
浅
間
山
の
優ゆ

う

美び

な
外
観
が
地
中
の
マ
グ
マ
を

覆お
お

い
隠か

く

し
て
い
る
よ
う
に
、
目
に
見
え
る
行

為
の
責
任
と
反
省
を
問
う
だ
け
の
生
徒
指
導

で
は
な
く
、
苛い

ら

立だ

ち
や
不
満
、
不
安
、
怒
り
、

寂
し
さ
な
ど
、
そ
う
せ
ざ
る
を
得
な
い
児

童
・
生
徒
の
「
マ
グ
マ
」
に
向
き
合
う
。

　
群
馬
県
の
嬬
恋
村
出
身
で
、
佐
久
市
在
住
の

作
家
・
南な

木ぎ

佳け
い

士し

が
、
浅
間
山
に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
書
い
て
い
ま
す
。
同
じ
よ
う
に
、
群

馬
県
（
前
橋
）
で
生
ま
れ
育
ち
、
現
在
、
佐
久

の
地
で
暮
ら
す
者
に
と
っ
て
、
浅
間
山
に
対
す

る
心
の
変へ

ん

遷せ
ん

を
代
弁
し
て
い
た
だ
い
た
か
の
よ

う
な
共
感
を
覚
え
る
叙じ

ょ

述じ
ゅ
つで
、
知
ら
ず
郷
愁
に

か
ら
れ
ま
す
。

　
「
大
学
を
卒
業
し
て
す
ぐ
、
佐
久
平
の
総
合

病
院
の
研
修
医
に
な
っ
た
と
き
、
南
側
か
ら
眺

め
る
浅
間
山
の
姿
に
な
ん
と
な
く
な
じ
め
な

か
っ
た
。
北
側
の
嬬
恋
か
ら
見
上
げ
る
浅
間
は

い
か
に
も
活
火
山
と
い
っ
た
荒
々
し
く
も
孤こ

独ど
く

な
様
相
で
そ
び
え
て
い
る
の
だ
が
、
信
州
側
の

山
容
は
火
口
の
あ
た
り
が
丸
み
を
帯
び
、
稜り

ょ
う

線せ
ん

も
鋭
さ
に
欠
け
て
い
た
。
噴
煙
を
あ
げ
て
い
る

処と
こ
ろ
が
、
西
か
ら
連
な
っ
て
い
る
い
く
つ
か
の

峰
々
の
一
つ
に
す
ぎ
な
い
よ
う
に
見
え
て
し
ま

う
の
も
不
満
だ
っ
た
。
万ば

ん

事じ

に
過
激
を
好
む
若

造
の
目
に
は
、
鬼
押
し
出
し
に
代
表
さ
れ
る
天

明
三
年
の
大
噴
火
の
跡
も
あ
ら
わ
な
、
い
か
に

も
活
火
山
然
と
し
た
北
面
の
男
性
的
な
姿
の
方

が
よ
り
魅
力
的
に
映
っ
た
。〈
中
略
〉

　
昭
和
五
十
六
年
二
月
の
寒
い
朝
、
育
て
の
親

だ
っ
た
祖
母
が
死
ん
だ
。

　
彼
女
の
骨
を
裏
山
の
墓
地
に
納
め
た
あ
と
、

雪
を
か
ぶ
っ
た
浅
間
山
に
目
を
や
っ
て
み
た
が
、

そ
の
見
え
方
の
違
い
に
愕が

く

然ぜ
ん

と
し
た
。
い
つ
も

の
よ
う
に
火
口
か
ら
お
だ
や
か
に
噴
煙
が
た
な

び
き
、
鋭
い
稜
線
も
青
空
と
の
境
界
を
く
っ
き

り
際き

わ

立だ

た
せ
て
い
る
の
だ
が
、
山
全
体
が
く
す

ん
だ
灰
色
を
帯
び
て
い
た
。

　
語
り
合
う
者
を
亡
く
し
た
と
き
、
見
慣
れ
た

は
ず
の
風
景
さ
え
も
が
ら
り
と
形
相
を
変
え
る
。

〈
中
略
〉

　
ち
ょ
う
ど
そ
の
こ
ろ
か
ら
、
南
側
の
、
信
州

よ
り
見
る
浅
間
山
の
た
た
ず
ま
い
に
慣
れ
て
き

た
。〈
中
略
〉

　
浅
間
山
を
背
景
に
置
く
と
、
書
い
て
い
る
小

説
に
奥
行
き
が
生
ま
れ
る
。
そ
の
深
さ
が
本
物

か
ど
う
か
、
つ
ね
に
浅
間
山
に
問
わ
れ
つ
つ
、

書
く
。」（
郷
土
出
版
社
発
行･

定
本
「
浅
間

山
」・
寄
稿
「
浅
間
山
麓
で
書
く
」
よ
り
抜ば

っ

粋す
い

）

　
東
側
の
前
橋
か
ら
眺
め
る
浅
間
山
は
、
県
境

の
淡
い
藍あ

い

色い
ろ

の
連
山
の
上
に
、
ひ
と
き
わ
高
く
、

美
し
く
そ
び
え
て
い
ま
す
。
嬬
恋
か
ら
見
上
げ

る
荒
々
し
さ
も
稜
線
の
鋭
さ
も
な
く
、
は
る
か

遠
く
に
望
む
美び

麗れ
い

に
し
て
孤こ

高こ
う

の
山
、
そ
れ
が

相談時間等

●立科小学校/午前９時〜午前11時30分 
　電話 56−3131 （呼）・有線2190（呼）

●立科中学校／午後２時〜午後５時
　電話 56−1076（呼）・有線2251（呼）

●立科町児童館／
　午前 11時40分〜午後１時30分
　電話 56−0303（直通）
　有線 8889（直通）

※予約をされる方は児童館または小・中学校の
　教頭先生へご連絡をお願いします。

月・水・金曜日
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須
坂
市
立
東
中
学
校
よ
り
、
お
世
話
に

な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
長
い
教
員
人

生
の
中
で
、
初
め
て
の
小
学
校
で
す
。
ス

ト
レ
ー
ト
に
示
さ
れ
る
純
朴
な
関
心
、
人

に
求
め
る
温
か
さ
な
ど
、
新
学
期
が
始

ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
日
々
新
鮮
な
刺

激
に
驚
い
て
い
ま
す
。

　
立
科
小
学
校
の
校
歌
を
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
と
て
も
広
く
何
に
も
と
ら
わ

れ
な
い
大
き
な
意
味
が
、
わ
か
り
や
す
い

歌
詞
に
込
め
ら
れ
て
い
て
、
す
ば
ら
し
い

荘
厳
と
思
い
ま
し
た
。
歌
詞
の
一
節
に
あ

る
よ
う
に
「
い
っ
し
ょ
に
空
へ
の
び
る
」

一
員
と
し
て
、
子
ど
も
た
ち
と
共
に
日
々

の
び
や
か
に
過
ご
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
地
域
の
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　
こ
の
度
の
異
動
で
、
安
曇
野
警
察
署
か

ら
佐
久
警
察
署
山
部
駐
在
所
に
配
属
と
な

り
ま
し
た
、
増
澤
僚
太
と
申
し
ま
す
。

　
私
は
、
長
野
県
警
察
官
を
平
成
18
年
10

月
に
拝
命
し
、
今
年
で
７
年
目
に
な
り
ま

す
。

　
出
身
地
は
、
長
野
県
飯
田
市
で
、
小
学

校
１
年
か
ら
剣
道
を
や
っ
て
お
り
、
現
在

は
剣
道
３
段
で
す
。

　
立
科
町
は
、
自
然
豊
か
な
良
い
町
で
あ

り
、
こ
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
町
で
勤
務

さ
せ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
光
栄
に
思
っ

て
い
ま
す
。

　
前
所
属
で
は
、
交
通
課
で
勤
務
を
し
て

お
り
ま
し
た
の
で
、
立
科
町
に
お
け
る
交

通
事
故
が
１
件
で
も
多
く
減
少
す
る
よ
う

に
、
交
通
事
故
防
止
活
動
に
努
め
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
立
科
町
の
皆
様
が
、
毎
日
安
心
し

て
暮
ら
し
、
よ
り
安
全
な
地
域
社
会
を
目

指
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
ご
支
援
と
ご
協
力
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

立科小学校長
伴
とも

　野
の

　　健
たけし

 先生

山部駐在所
増
ます

 澤
ざわ

 僚
りょう

 太
た

 警察官

行政相談員
浦
うら

 野
の

 喜
き

 芳
よし

 さん

新
任
者
紹
介

世
界
の
一
本
の
木
に

伸
び
る
一
人
と
し
て

行政相談員に浦野喜芳さん
　行政相談員として活躍されている浦野喜芳さんが、この度引き続き、総務大臣から委嘱され
ました。
　「行政相談」とは、皆さんから、国の役所や独立行政法人及び特殊法人が行っている仕事に
関する苦情や意見・要望をお聴きして、その解決や実現を図るものです。この身近な窓口が行
政相談委員です。
　行政相談委員は、老人福祉センターで行われる心配ごと相談日のほか、自宅でも皆さんのご
相談に応じていますので、お気軽に御相談ください。なお、相談は無料で秘密は守られます。

浦野さん自宅住所：立科町大字牛鹿2330　　電話番号：56−2445

お仕事のお悩み相談を受け付けています
　長野県では、県下４箇所の労政事務所で、お仕事での悩みなど労働問題全般について、ご相談をお受けする労
働相談を実施しています。
　面談、電話、メール等により相談をお受けしておりますので、お気軽にご利用ください。
　相談は無料で、秘密は厳守されます。
１　相談内容　　　労働問題全般について、お困りの方のご相談をお受けします。
２　相談受付日時　面談、電話によるご相談：月～金曜日（祝日、年末年始を除く）午前８時30分～午後５時15分
　　　　　　　　　メールによるご相談は随時受け付けております。
　　　　　　　　　ご相談に対しては、休日（土・日・祝日・年末年始）を除いて７日以内に回答いたします。
　　　　　　　　　メールアドレス　toshinrosei@pref.nagano.lg.jp
３　相談をお受けする労政事務所　長野県東信労政事務所　上田市材木町１－２－６上田合同庁舎内
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　電話　0268－25－7144
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　保存管理計画策定の際の調査によって、客観的な事実を記録することに主眼を置いた「図面」的な史料やマツ並木
や笠取峠の景観認知を今日に伝えている「絵画」的な史料が見つかっています。（表１参照）前者は表１の①～⑤で、
並木そのものの客観的な姿を解明する手がかりとなり、後者は表１⑥～⑧で、「名

な

所
どころ

」としての並木に対する認識を
読み解く手がかりになります。

表１

　今回は、表１中①の「芦田宿絵図」（以下、「絵図」）についてご紹介します。
　この絵図は、必ずしも並木だけを意識したものではなく、街道の全てをできるだけ正確に描いています。背景には、
寛政２（1790）年の幕府の触書に象徴される、十八世紀末頃の五街道整備意識の高まりがあったものと考えられる。
　樹姿と大きさの違う松が、南側に30本、北側に43本、丁寧に描かれています。１本１本の個性をとらえた樹木の
描き方から、描かれた位置や本数までが事実に基づくものである可能性もあります。
ただし、小さい木は１～２本しか描かれておらず、小さな木が捨象されている可能性など様々考えられるので、絵図
の描かれている並木本数の史料としては参考にとどめます。
　また、この絵図には、八重原堰・八丁地堰をはじめとする水路なども丁寧に描かれています。
　松の木が描かれている部分には、並木が現存するか、近年まで残存（切株や伐採記録が残る。）しており、江戸末
期の松並木の景観を示す史料として価値が高く、加えて、並木周辺の大まかな土地利用も色分けにより示されており、
今後の日照確保など管理のあり方について参考になるものと考えられます。

中山道芦田宿　絵図【寛政12(1800)年】　茂田井村境から、笠取峠までの絵図
土屋家文書「長野県立歴史館蔵」
（上記絵図は、芦田宿西側から松並木公園内八重原堰跡付近を示したものです。）

マツ並木歴史ばなしあれこれ③
シリーズ 笠取峠のマツ並木を後世に伝えるために（第10回） 教育委員会

社会教育人権政策係

① 芦田宿絵図 寛政12（1800）年

② 家並絵図并前後住還絵図面 天保13（1842）年か

③ 地籍図 明治26（1893）年

④ 桑楊庵光 『岐蘇安見絵図』 宝暦６（1756）年

⑤ 中山道分間延絵図 寛政12（1800）～文化３（1806）年

⑥ 笠取峠立場図　版木 年次不詳

⑦ 谷文晁 『名山図譜』「浅間山」 文化元（1804）年

⑧ 歌川広重 『木曾海道六拾九次之内』「あし田」「望月」 天保６（1835）～９（1838）年頃
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◆ 開 催 日 時　　６月２日㈰　午前10時～
◆ 場　　　所　　蓼科牧場前広場
◆ お問合せ先　　白樺高原総合観光センター
 　　　　　　　　TEL. 0267－55－6201

立科町の輝くニュース フラッシュ　NEWS

  ４月７日㈰権現山体育センター
にて、スポーツ少年団の開講式が
開催されました。
　野球部、剣道部、柔道部、男女
バレーボール部の各団員67名は、
これから１年間活動を共にする仲
間たちと期待に胸を膨らませ、各
部代表者により団員綱領の唱和を
行い、決意を誓い合いました。
  各部週３～４回の厳しい練習を
積み重ね、年内の各種大会で好成
績を残すことを目標に、活動して
いきます。

　たてしな保育園の開園にあたり、東信日軽株式会社様よ
り、「ラジカセ」と夢のある「からくり時計」をいただきま
した。
　これからの保育に活用させていただきます。ありがとう
ございました。

平

た

成25年度 立科町スポーツ少年団開講式

てしな保育園に
　　時計とラジカセを

ご寄付いただきました

白樺
高原便り

白樺高原総合観光センター

　白樺高原では、蓼科山開き・蓼科牧場開きの神事の後すずらん祭
りを開催します。お祭りの中では、山菜のてんぷらやつきたてお餅
の振舞い、先着で根付きすずらんと開運の駒をプレゼントします。
　また蓼科牧場は、10月下旬まで

「蓼科ふれあい牧場」として牛や
羊をはじめ、ミニブタやウサギ、
ポニーなどが放牧され直接動物と
ふれあうことができます。
　新緑の清々しい白樺高原へぜひ
お出かけください。

すずらん祭りのお知らせ



立科町の輝くニュース フラッシュ　NEWS

たてしな保育園（171名）

立科中学校（69名）

たてしな保育園  竣工式・開園式

蓼科高等学校（100名）

立科小学校（57名）

ご入園・ご入学 おめでとうございます
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電 話 有 線
白樺高原総合観光センター 55−6201
中央公民館（事務室） 56−2311 4000
たてしな人権センター 56−2311 2311
こども未来館（児童館） 56−0248 8888
老人福祉センター 56−1825 4091
体育センター 56−3373 3008
立科温泉　権現の湯 56−0606 4126
ふるさと交流館「芦田宿」 4050
交流促進センター「耕福館」 51−4151 4200

救急当番医については、予告なく変更される場合がありますので、有線
放送、新聞又は当番医に直接確認の上、受診してください。休日・夜間
における医療機関等の情報提供　ナビダイヤル  0570−08−8199

連絡先

町のデータ ３月 ３月１日〜３月31日の状況

立科町役場  電話  56−2311  有線 2311
　　　　　  FAX  56−2310

行　事　予　定 保　　　　　健　
1 水 結核検診
2 木 結核検診
8 水 結婚相談会
9 木 赤ちゃん相談室：Ｈ25.2月生
11 土 第27回蓼北バレーボール大会
14 火 １歳半児健診：Ｈ23.8月～10月生
17 金 無料法律相談会
24 金 第17回町長杯ゲートボール大会
26 日 県下一斉ゴミゼロ運動の日

人口 7,749（−16） 出生 2
男 3,812（−11） 死亡 12
女 3,937（−  5） 転入 45

世帯数 2,791（−  6） 転出 42

出動
件数

年間
累計

交通
事故 1 4
その他 34 101
合計 35 105

発生
件数

年間
累計

建物
火災 1 1
その他 0 0
合計 1 1

発生
件数

年間
累計

空き巣
等 1 1

乗物盗 0 0
その他 0 2

今　年 最近10年間の平均

気 

温

平　　均 4.8℃ 2.7℃
最高極日 21.5℃／28日 22.6℃／10年
最低極日 −8.5℃／12日 −10.4℃／10年

降　水　量 24.0mm 67.6mm
年間降水量 95.0mm 134.6mm
日 照 時 間 236.3時間 198.0時間

人 口 ４月１日現在	 （　  ）内は前月比

気　象

救急 火災 犯罪

5 月町民カレンダー
● 軽自動車税（全期）
● 介護保険料：普通徴収（第２期）

納 税

６月の予定
・ 2㈰
　夏山開き、すずらん祭り
・4㈫〜12㈬
　6月定例議会（予定）
・5㈬・6㈭・11㈫・12㈬
　マンモグラフィ検診：
　40歳以上、偶数年齢の女性
・7㈮
　すずらん学級ゲートボール大会
・9㈰
　立科町消防ポンプ操法・ラッパ吹奏大会
・13㈭
　第15回体育協会長杯
　　　　　　マレットゴルフ大会
　赤ちゃん相談室：Ｈ25.3月生（母乳相談）
・15㈯・16㈰
　ビーナスマラソン in 白樺高原	

3 金 関医院 小諸市 0267−22−2205
桜井クリニック 小諸市 0267−26−1188
御代田中央記念病院 御代田町 0267−32−4711

歯科 おおつか歯科医院 小諸市 0267−24−6480
4 土 矢島医院 小諸市 0267−22−8148

うすだ医院 小諸市 0267−22−0483
歯科 宮澤歯科医院 佐久市望月 0267−53−2515
5 日 小諸厚生総合病院 小諸市 0267−22−1070

御代田中央記念病院 御代田町 0267−32−4711
歯科 あしたば歯科医院 軽井沢町 0267−46−3101
6 月 由井医院 小諸市 0267−22−0327

鳥山クリニック 小諸市 0267−26−0308
歯科 山浦歯科医院 立科町 0267−56−1140

12 日 岩下医院 立科町 0267−56−3908
小諸病院 小諸市 0267−22−0250
佐藤外科医院 小諸市 0267−22−0334

歯科 小池歯科医院 小諸市 0267−22−0130
19 日 高橋医院 佐久市望月 0267−53−2366

甘利医院 小諸市 0267−22−0729
栁橋脳神経外科 小諸市 0267−23−6131

歯科 もみの木歯科クリニック 立科町 0267−56−0648
26 日 岡田医院 佐久市望月 0267−53−2123

須江医院 小諸市 0267−22−2060
佐々木医院 小諸市 0267−22−0503
御代田中央記念病院 御代田町 0267−32−4711

歯科 聖清会林歯科診療所 御代田町 0267−32−3613
２ 日 市川医院 小諸市 0267−25−1200

武重医院 小諸市 0267−22−0171
歯科 ながい歯科医院 立科町 0267−56−1165
９ 日 川西赤十字病院 佐久市望月 0267−53−3011

東小諸クリニック 小諸市 0267−25−8104
小岩井整形外科 小諸市 0267−26−6788

歯科 小諸厚生総合病院歯科 小諸市 0267−22−1070

休日緊急当番医 ● 午前９時〜午後５時
　 （歯科  午前９時〜正午）

5/

6/


